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１ 経緯 
 ○ 平成 29 年 2 月 14 日（火）に、以西地区公民館にて水田農業等営農活動に関す

る意見交換会を実施。 
 ○ 中山間直接支払事業の各協定代表者等、集落営農組織、農業委員、担い手育成

機構、ＪＡ、鳥取県中部総合事務所農林局農業振興課、東伯農業改良普及所、農

業委員会事務局、農林水産課から計 31 名が参加。 
 ○ 以西地区の各集落から一堂に会してもらったが、突っ込んだ部分を聞き出せな

かったこともあり、このたびは各集落に出向いて、聞き取りを行うもの。 
 
２ 目的 
 各集落への聞き取りを行うほか、並行して以西地区内で耕作する担い手農家（認定

農業者等）へのアンケートを行うことにより、農地集積のマッチングを行うなど、課

題解決に向けた糸口とする。 
 
３ 日程 
 11 月 7 日から（調整中の集落もあり。別紙参照） 
 
４ 参集範囲 
 ○ 集落協定代表者、農事組合長、集落営農組織代表者等集落内の営農状況に精通

した人 
 ○ 農業委員及び農地利用最適化推進委員 
 ○ 関係機関（担い手育成機構、ＪＡ、中部総合事務所農林局農業振興課・地域整

備課、普及所、町） 
 
５ 聞き取り内容 
 ○ 営農状況や集落で抱えている課題など。 
 ○ 集落ごとに作成した図面を基に、遊休農地や鳥獣被害が多い農地などを図面上

に落とし込み、作付状況や担い手への集積状況など。 
 
６ 担い手へのアンケート 
 上記聞き取り作業と並行して、以西地区で耕作を行っている担い手に対してアンケ

ートを行い、今後の意向を確認する。（別添参照） 
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水田農業等営農活動に関する聞き取り調査　　日程調整表



集落名

　 氏　名

（法人等の組織にあっては組織名及び代表者名）

①　以下のうち、該当する営農類型の全てに○をつけてください。

・水　　稲　　・野　　菜　　・果　　樹　　・酪　　農　　・繁殖和牛

　 ・肥 育 牛　　・養　　鶏　　・養　　豚　　・芝

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）具体的にお書きください。

②　具体的な作目と規模を教えてください。（おおよその数字で結構です。）

　 ・主食用米（品種：　　　　　　　）／面積　　　　ａ

・飼料用米／面積　　　　ａ

・飼料用稲（ＷＣＳ）／面積　　　　ａ

・大豆／面積　　　　ａ

・そば／面積　　　　ａ

・露地野菜（品目：　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ

・施設野菜（品目：　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ／棟数　　　　棟

・梨（品種：　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ

・その他果樹（品目：　　　　　　）／面積　　　　ａ

・酪農／頭数　　　　頭

・繁殖和牛／頭数　　　　頭

　 ・肥育牛／頭数　　　　頭

・飼料作物／面積（表）　　　　　ａ、（裏）　　　　　ａ

・養鶏／羽数　　　　羽

・養豚／頭数　　　　頭

・芝／面積　　　　ａ／出荷先　　　　　　　　　　

・その他作目

　（　　　　　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ

　（　　　　　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ

　（　　　　　　　　　　　　　　）／面積　　　　ａ

営農活動に関するアンケート（以西地区・担い手）
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③　今後、現在の規模をどうしていきたいですか。

・拡大　　　　・現状維持　　　　・縮小

（③で拡大、または縮小と回答した方）

③－１　どの作目をどの程度、拡大または縮小したいとお考えですか。

・作目（　　　　　　　　　　　　）／規模　　　　ａ、頭、羽

・作目（　　　　　　　　　　　　）／規模　　　　ａ、頭、羽

・作目（　　　　　　　　　　　　）／規模　　　　ａ、頭、羽

（③で拡大と回答した方）

③－２　どこで農地等を拡大したいですか。

拡大が考えられる地区全てに○をつけてください。

・竹内 ・金屋 ・宮木 ・大熊 ・国実

・山川 ・山川木地 ・大父 ・平田ヶ平 ・大父木地

・成美地区 ・安田地区 ・赤碕地区 ・東伯地区 ・町外

④　現在耕作している農地は、分散していますか。

・まとまっている　　・ある程度まとまっている　　・分散している

⑤　今後、耕作地の集約化を目指されますか。

・集約化を目指したい　　　・現状維持　　　・特に考えていない

⑥　後継者はおられますか。

・いる ・いない

（⑥でいると回答した方）

⑥－１　どのような続き柄ですか。

・息子 ・娘 ・孫 ・その他（　　　　　　　　　）
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（⑥でいると回答した方）

⑥－２　いつ頃経営委譲する予定ですか。

・３年以内　・３～５年以内　・５～１０年以内　　・１０年超　　・未定

⑦　現在の営農活動で、以下の項目について課題があれば

　　自由に記載してください。

・農地の確保

・土地改良事業の希望

・人手不足、後継者不足

・有害鳥獣による被害

・その他
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⑧農地中間管理事業についてご存知ですか。

・知っている　　　　・聞いたことはあるが内容は知らない　　　　・知らない

⑨農地中間管理事業により貸借を集約化される意向はありますか。

・集約化したい　　　・今後検討する　　　　・考えていない

○従来の利用権設定による賃貸借での賃料支払いの流れ

○農地中間管理事業による賃貸借での賃料支払いの流れ

◎特徴

・毎年６人の土地所有者にそれぞれ賃料を支払っていた手続きが、農地中間

　管理機構のみに支払う手続きだけで済ませられる。

・土地所有者には１２月に支払われ、耕作者からは１月に徴収される。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

土地所有者 耕作者

【参考図】
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土地所有者 耕作者
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　　農地中間管理機構
　（鳥取県農業農村
　　担い手育成機構）
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